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◇
マ
カ
オ
◇

香
港
か
ら
高
速
船
で
１
時
間

大
陸
と
一
線
画
す
入
境
手
続
き

　

こ
の
春
、
急
に
マ
カ
オ
行
き
を
思
い
立
っ
た
。
香
港
経

由
で
あ
る
。
香
港
の
ラ
ン
タ
オ
島
に
あ
る
香
港
国
際
空
港

は
、
い
つ
降
り
立
っ
て
も
気
持
ち
が
い
い
。
到
着
ロ
ビ
ー

を
ま
っ
す
ぐ
出
る
と
、
市
内
へ
の
鉄
道
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー

ム
と
な
る
。
九
龍
半
島
を
通
っ
て
香
港
島
に
入
り
、
終
点

の
中
環
で
降
り
た
。

　

タ
ク
シ
ー
で
、
上
環
の
フ
ェ
リ
ー
に
乗
り
場
に
行
き
、

高
速
船
で
マ
カ
オ
に
向
か
う
（
ほ
か
に
、
九
龍
半
島
の

尖
沙
咀
か
ら
も
、
高
速
船
が
出
て
い
る
）。
乗
船
し
た
ら
、

す
ぐ
放
送
が
あ
っ
た
。
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
て
ほ
し

い
、と
の
こ
と
。ベ
ル
ト
を
締
め
、お
茶
を
所
望
し
て
、ゆ
っ

く
り
海
を
眺
め
て
い
る
と
、
マ
カ
オ
に
近
づ
く
。
所
要
時

間
は
１
時
間
で
あ
る
。

　

マ
カ
オ
に
入
る
に

は
、
香
港
と
は
別
の

入
境
手
続
き
が
必
要

と
な
る
。
手
続
き
は

在
マ
カ
オ
、
在
香
港
、

在
本
土
、
外
国
人
と

分
か
れ
る
。
一
九
九

九
年
に
ポ
ル
ト
ガ
ル

か
ら
中
国
へ
祖
国
復

帰
し
て
も
、
そ
れ
以

前
と
同
様
の
出
入
国
（
正
し
く
は
出
入
境
）
方
法
で
あ
る
。

い
ま
だ
大
陸
と
一
線
を
画
し
た
特
別
行
政
区
な
の
で
あ
る
。

人
口
は
、
約
五
十
万
で
あ
る
と
い
う
。

ポ
ル
ト
ガ
ル
風
の
学
校
や
墓
地

30
も
あ
る
世
界
遺
産

　

か
つ
て
陸
路
で
、
中
国
広
東
省
の
珠
海
市
に
行
っ
た
こ

と
が
あ
る
。

　

「
旧
植
民
地
と
経
済
特
区
の
間
に
は
、『
国
境
』
が
あ
る
。

マ
カ
オ
側
の
『
出
入
国
管
理
事
務
所
』
を
出
る
と
、
巨
大

な
免
税
店
が
あ
っ
た
。
大
陸
側
に
入
る
と
二
階
の
公
安
事ヨーロッパ風の街並
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務
所
に
い
っ
て
、
百
Ｈ
Ｋ
Ｄ
払
っ
て
、『
入
境
証
』
を
手

に
入
れ
る
。
ヴ
ィ
ザ
で
あ
る
。
大
陸
側
の
拱
北
口
岸
に

入
っ
た
。
大
陸
側
と
は
い
う
も
の
の
、
特
段
変
わ
っ
た
こ

と
は
な
い
。
た
だ
、
タ
ク
シ
ー
に
乗
る
と
、
ア
ル
ミ
格
子

が
あ
っ
て
、
運
転
席
と
セ
パ
レ
ー
ト
さ
れ
て
い
る
の
は
驚

い
た
。
そ
れ
だ
け
強
盗
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
」

と
、
拙
著
（
『
サ
ン
ダ
ル
履
き
週
末
旅
行
』
竹
内
書
店
新

社
）
で
、
感
想
を
述
べ
て
い
る
。　

　

な
お
、
マ
カ
オ
の
通
貨
は
、
パ
タ
カ
（
Ｐ
ｔ
ｓ
）。
だ
が
、

ど
こ
で
も
香
港
㌦
（
Ｈ
Ｋ
Ｄ
）
が
通
用
す
る
。
ち
な
み
に

一
Ｈ
Ｋ
Ｄ
は
約
十
五
円
で
あ
る（
二
〇
〇
九
・
六
・
一
現
在
）。

　

今
回
の
ホ
テ
ル
は
、
中
心
部
に
あ
る
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

（
皇
都
飯
店
）。
二
泊
す
る
。
目
の
前
が
バ
ス
コ
ダ
・
ガ

マ
公
園
で
あ
る
。
近
く
に
は
魚
や
野
菜
、
肉
を
売
る
市
場

も
あ
り
、
庶
民
的
な
町
だ
。

　

し
か
も
、
映
画
の
セ
ッ
ト
み
た
い
な
片
面
だ
け
建
っ
て

い
る
聖
ポ
ー
ル
天
主
堂
跡
か
ら
、
セ
ナ
ド
広
場
に
か
け
て

の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
ま
で
、
歩
い
て
三
十
分
以
内
の
と
こ
ろ

に
あ
る
。

　

そ
の
途
中
に
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
風
の
学
校
や
墓
地
が
あ

り
、
こ
こ
が
ア
ジ
ア
か
と
思
え
る
ほ
ど
あ
か
ぬ
け
た
一
郭

も
あ
る
。墓
地
に
は
、生
前
の
写
真
が
描
か
れ
た
墓
も
あ
っ

た
。

　

マ
カ
オ
に
は
、
世
界
遺
産
が
三
十
も
あ
る
。
教
会
や
洋

館
が
立
ち
並
ぶ
ブ
ロ
ッ
ク
が
あ
っ
て
、
ハ
ッ
と
さ
せ
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
逆
に
、
大
陸
中
国
と
長
く
分
離
し
て
い
た

た
め
、
中
国
以
上
に
中
国
ら
し
い
地
域
も
あ
っ
た
。

気
軽
に
楽
し
め
る
中
国
茶

マ
カ
オ
風
ポ
ル
ト
ガ
ル
料
理
も

　

セ
ナ
ド
広
場
か
ら
海
側
の
路
地
に
入
る
と
、
骨
董
品
屋

が
多
い
通
り
が
あ
る
。
店
々
を
冷
や
か
し
て
い
る
と
、
路

地
の
奥
に
、
テ
ン
ト
の
屋
根
だ
け
つ
け
た
コ
ー
ヒ
ー
屋
台

が
あ
っ
た
。
コ
ー
ヒ
ー
を
注
文
す
る
。
丁
寧
に
豆
を
ひ
き
、

水
に
も
こ
だ
わ
っ
て
い
て
、
静
か
に
淹
れ
て
く
れ
る
。
こ

の
数
分
の
間
が
よ
い
。
出
さ
れ
た
一
杯
を
一
口
す
す
る
。

コ
ー
ヒ
ー
の
香
り
が
、
ぶ
あ
っ
と
拡
が
る
。
ま
わ
り
で
は
、

老
人
た
ち
が
大
き
な
パ
イ
で
、
チ
ー
、
ポ
ン
を
や
っ
て
い

る
。
青
空
麻
雀
場
で
あ
る
。
こ
の
空
間
と
、
コ
ー
ヒ
ー
の

味
が
気
に
入
っ
て
い
た
の
だ
が
、
そ
の
後
、
い
く
ら
探
し

て
も
見
つ
か
ら
な
い
。

　

市
政
庁
前
の
通
り
を
海
岸
に
向
か
っ
て
六
、
七
分
下
る

と
、
右
手
が
文
化
会
館
だ
。
芸
術
品
や
茶
道
具
な
ど
の
店

で
あ
る
。
入
っ
た
ら
、
三
階
ま
で
上
が
る
。
本
格
的
な
中

国
茶
を
飲
ま
せ
て
く
れ
る
喫
茶
店
が
あ
る
。
美
人
店
員
指

導
の
も
と
、
凍
頂
烏
龍
で
も
、
黄
金
桂
で
も
、
高
級
茶
葉

を
存
分
に
楽
し
ん
だ
ら
よ
い
。
当
方
は
、
庶
民
的
な
鉄
観

音
を
頼
ん
だ
。
飲
み
残
し
た
茶
葉
は
、
お
土
産
に
し
て
く

れ
る
。
市
内
に
は
、
醉
茶
居
ほ
か
、
気
軽
に
中
国
茶
を
楽

し
め
る
店
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

　

料
理
は
、
国
際
都
市
だ
け
に
何
で
も
あ
る
。
お
薦
め
は
、

マ
カ
オ
風
に
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
料
理
で
あ
る
。

有
名
な
の
は
、
ア
フ
リ
カ
ン
・
チ
キ
ン
。
ケ
ン
タ
ー
キ
ッ

キ
ー
フ
ラ
イ
ド
チ
キ
ン
を
思
い
浮
か
べ
た
ら
よ
い
。
ス
パ

イ
ス
が
独
特
で
癖
が
少
な
く
、
ほ
の
か
な
甘
み
も
あ
っ
て
、

卓
に
置
か
れ
て
い
る
と
、
次
々
と
手
が
伸
び
る
。

　

渡
り
蟹
の
カ
レ
ー
、
イ
ワ
シ
の
グ
リ
ル
な
ど
も
、
マ
カ

オ
風
ポ
ル
ト
ガ
ル
料
理
の
定
番
で
、
そ
れ
ら
と
青
葉
と

ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
ス
ー
プ
な
ど
を
頼
み
、
赤
ワ
イ
ン
を
飲
む

と
い
う
と
こ
ろ
が
、
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
コ
ー
ス
で
あ
る
。

安
く
美
味
く
雰
囲
気
の
い
い
店

世
田
谷
区
の
二
分
の
一
の
広
さ

　

今
回
の
旅
で
の
収
穫
は
、
低
く
紅
い
建
物
が
連
な
る
福

隆
新
街
（
紅
窓
街
＝
旧
娼
婦
街
）
の
中
ほ
ど
に
あ
る
ポ
ル

天主堂跡と階段広場

小鳥を見る昆明市民（花鳥市場の路地で）
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■
て
ら
い
と
お
る　

昭
和
22
年
北
海
道
生
ま
れ
。
46
年
、

中
大
法
卒
。
雑
誌
編
集
者
、
新
聞
記
者
を
経
て
現
在
、
尚

美
学
園
大
学
非
常
勤
講
師
、
ロ
ン
グ
ス
テ
イ
財
団
広
報
委

員
、
日
本
旅
行
作
家
協
会
会
員
。『
サ
ン
ダ
ル
履
き
週
末

旅
行
』（
竹
内
書
店
新
社
）
を
は
じ
め
と
す
る
旅
行
記
の

ほ
か
、
エ
ッ
セ
イ
『
裏
方
物
語
』（
時
評
社
）
が
あ
る
。

ト
ガ
ル
料
理
店
・
福
龍
で
あ
る
。　

　

客
は
、
地
元
の
人
が
ほ
と
ん
ど
。
観
光
客
な
ど
が
来
る

こ
と
は
ま
ず
な
い
。
海
老
の
か
ら
揚
げ
ニ
ン
ニ
ク
ラ
イ
ス

添
え
、
オ
ッ
ク
ス
テ
ー
ル
の
赤
ワ
イ
ン
煮
な
ど
を
頼
ん
だ
。

ど
ち
ら
も
素
朴
な
味
が
し
て
、
赤
ワ
イ
ン
が
進
ん
だ
。
特

に
、
赤
ワ
イ
ン
煮
の
ス
ー
プ

は
コ
ク
が
あ
っ
て
、
ご
飯
が

あ
っ
た
ら
、
か
け
て
食
べ
た

い
、
ハ
ヤ
シ
ラ
シ
ス
み
た
い

な
味
が
す
る
だ
ろ
う
。
パ
ン

で
皿
を
ぬ
ぐ
っ
て
食
べ
ほ
し

た
。

　

赤
の
グ
ラ
ス
ワ
イ
ン
を
い
れ
て
、
二
人
で
二
百
Ｈ
Ｄ
Ｋ

ち
ょ
っ
と
で
あ
る
。
安
い
、
う
ま
い
、
雰
囲
気
が
い
い
と
、

三
拍
子
揃
っ
た
店
で
あ
っ
た
。

　

暑
い
時
間
帯
だ
け
、
ホ
テ
ル
で
昼
寝
を
む
さ
ぼ
り
、
後

は
た
だ
た
だ
歩
く
。
香
港
ほ
ど
車
が
走
っ
て
い
る
わ
け
で

は
な
く
、
ざ
わ
つ
い
て
も
い
な
い
。
世
田

谷
区
の
約
二
分
の
一
の
広
さ
で
あ
る
。
マ

カ
オ
博
物
館
が
あ
る
モ
ン
テ
の
砦
や
、
南

欧
風
の
教
会
（
世
界
一
の
教
会
密
集
地
）

な
ど
、
心
ゆ
く
ま
で
見
ま
く
る
。「
欧
州

と
中
国
が
背
中
合
わ
せ
の
特
別
行
政
区
」

と
言
わ
れ
る
所
以
を
、
実
感
し
た
。

有
名
な
カ
ジ
ノ
に
群
が
る
客

ド
ッ
グ
レ
ー
ス
で
単
勝
当
て
る

　

マ
カ
オ
の
夜
は
、
カ
ジ
ノ
が
有
名
だ
。

一
軒
を
の
ぞ
い
て
み
た
。
郊
外
パ
チ
ン

コ
屋
の
何
倍
も
の
ス
ロ
ッ
ト
マ
シ
ー
ン
が
並
ん
で
い
た
。

カ
ー
ド
台
や
ル
ー
レ
ッ
ト
に
も
客
が
群
が
っ
て
い
る
。『
深

夜
特
急
』
の
沢
木
耕
太
郎
は
、
カ
ジ
ノ
に
挑
戦
し
て
い
る

が
、
博
才
が
な
い
と
自
覚
し
て
い
る
当
方
は
、
手
を
染
め

な
か
っ
た
。
見
る
だ
け
で
済
ま
す
。

　

そ
の
代
わ
り
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
が
、
ド
ッ
グ
レ
ー

ス
場
に
行
っ
た
。
グ
レ
ー
ト
ハ
ウ
ン
ド
犬
が
調
教
師
に
連

れ
ら
れ
て
入
場
す
る
。
背
番
号
、
い
や
腹
か
ら
巻
い
て
い

る
か
ら
胴
体
番
号
が
つ
い
て
い
る
。
１―

３
と
か
４―

６

と
か
連
勝
複
式
も
あ
れ
ば
、
も
ち
ろ
ん
単
勝
も
あ
る
。
足

が
す
ら
っ
と
し
て
い
て
、
精
悍
な
顔
つ
き
の
３
番
を
単
勝

で
押
さ
え
、
百
Ｈ
Ｄ
Ｋ
一
枚
を
求
め
た
。

　

犬
が
ゲ
ー
ト
イ
ン
。
す
ぐ
に
号
砲
が
鳴
っ
た
。
各
犬
一

斉
に
ス
タ
ー
ト
。

　

「
そ
れ
行
け
」

　

「
負
け
る
な
」

　

つ
い
つ
い
、
大
き
な
声
が
出
て
し
ま
う
。
そ
の
か
い
も

あ
っ
て
か
、
③
を
つ
け
た
黒
の
わ
が
犬
が
、
一
番
で
ゴ
ー

ル
し
た
。

　

「
ヤ
ッ
タ
ー
」

　

叫
ん
で
は
み
た
け
れ
ど
、
本
命
だ
っ
た
ら
し
く
、
二
百

六
十
Ｈ
Ｋ
Ｄ
に
な
っ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
し
て
も
、

競
馬
も
競
輪
も
競
艇
も
や
ら
な
い
身
に
と
っ
て
、
ビ
ギ

ナ
ー
ズ
ラ
ッ
ク
。
望
外
の
ひ
と
と
き
だ
っ
た
。

　

帰
り
に
、
香
港
で
一
泊
す
る
。
好
き
な
飲
茶
の
蓮
香
樓

だ
け
で
は
な
く
、
高
級
中
華
店
に
で
も
繰
り
出
し
て
み
ま

す
か
。
に
わ
か
ギ
ャ
ン
ブ
ラ
ー
の
意
気
は
高
い
。

公園で太極拳をする人々

砦の上からマカオ港をのぞむ


